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(57)【要約】
　本開示は、手順の間の始動時又は任意の他の時間に、
光不足環境において画像を作成することと、ホワイトバ
ランス及び／又は固定パターンノイズを修正することと
のための方法、システム及びコンピュータプログラム製
品に及ぶ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理における固定パターンノ
イズを調節するための方法であって、
　電磁放射線の制御された源を使用して、電磁放射線の放出を制御することと、
　シーンをピクセル配列の上に連続的に集中させることと、
　画像フレームを作成するために、反射された電磁放射線を前記ピクセル配列によって感
知することと、
　キャップが前記ピクセル配列のそれぞれのピクセルへの外部照明を遮蔽しているように
前記キャップをルーメンの上に設置することと、
　電磁放射線が全く適用されない状態で前記キャップが適所にある間に、前記ピクセル配
列を感知することと、
　固定パターンノイズの除去において使用するために、ダークフレーム基準を作成するこ
とと、
　前記ダークフレーム基準を前記画像フレームと比較することと、
　前記ダークフレーム基準を使用して画像から固定パターンノイズを除去することによっ
て、前記画像フレームを修正することと、
　ビデオストリームを形成するために複数の画像フレームを結合することによって、画像
のストリームを作成することと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記方法は、前記光不足環境の内部を照明するために、電磁放射線の波長のパルスを放
出するようにエミッタを作動させることを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パルスは、電磁スペクトルの一部分を含む波長範囲内にある、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　前記エミッタは、レーザエミッタであり、前記方法は、前記レーザエミッタを所定の間
隔で律動させることを更に含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、前記レーザエミッタのパルス間隔に対応する感知間隔でピクセル配列を作
動させることを更に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ダークフレームは、前記キャップが適所にある間の、前記ピクセル配列の１回の感
知から作成される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　複数のダークフレームは、前記キャップが適所にある間の、前記ピクセル配列の複数回
の感知から作成される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ダークフレームは、システムの始動時に作成され、前記システムと関連するメモリ
内に記憶される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ダークフレームは、前記ピクセル配列が動作温度になった後に、作成される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ダークフレームは、外科的処置が始まった後に、作成される、請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記ダークフレームは、複数のダークフレームを含み、前記複数のダークフレームは、
所定の時間に電磁放射線を適用しないことによって前記画像フレームストリームの一部と
して作成され、前記システムと関連するメモリ内に記憶される、請求項１０に記載の方法
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。
【請求項１２】
　前記放出された電磁放射線に対応し、それを通さない複数のキャップを更に含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ピクセル配列の反応は、制御された単色放射線の下で生成されたフォトシグナルに
対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ピクセル配列の反応は、放射線の複数の波長の下で生成されたフォトシグナルに対
応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ピクセル配列の反応は、放射線の波長の連続スペクトルの下で生成されたフォトシ
グナルに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　周辺光不足環境での使用のためのデジタル画像化システムであって、
　電磁放射線の制御された源と、
　ピクセル配列を含み、反射された電磁放射線を前記ピクセル配列によって感知する画像
センサと、
　シーンを前記ピクセル配列の上に連続的に集中させるための光学素子と、
　電磁エネルギーが前記ピクセル配列に到達することを可能にするためのルーメンを備え
る内視鏡と、
　電磁エネルギーが前記ル－メンに入ることを防止するために、前記ルーメンの遠位端を
覆うためのキャップと、
　を含む、システム。
【請求項１７】
　ダークフレームは、前記キャップが前記遠位端を覆っている間の、前記ピクセル配列の
１回の感知から作成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記キャップは、前記ルーメンの上にぴったり嵌合するような大きさ及び形状にされて
いる、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記キャップは、適合性材料で作製される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記キャップは、エミッタによって放出された前記電磁放射線を通さない、請求項１６
に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記内視鏡は、再使用可能な内視鏡装置である、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記内視鏡は、限定使用の内視鏡装置である、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記内視鏡は、リポーザブル使用の内視鏡装置である、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記内視鏡は、１回使い切りの内視鏡装置である、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２５】
　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理におけるホワイトバラン
スを調節するための方法であって、
　電磁放射線の制御された源を使用して、シーンを照明することと、
　前記シーンをピクセル配列の上に連続的に集中させることと、
　反射された電磁放射線を前記ピクセル配列によって感知することと、
　キャップが前記ピクセル配列のそれぞれのピクセルへの外部照明を遮蔽するように、前
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記キャップをルーメンの上に設置することと、
　電磁放射線が適用された状態で前記キャップが適所にある間に、前記ピクセル配列を感
知することと、
　適用された電磁放射線による前記ピクセル配列からの反応を測定して、結果をメモリに
出力することと、
　ホワイトバランス係数を計算するために前記結果を使用することと、
　前記ホワイトバランス係数を使用して、前記システムをホワイトバランスさせることと
、
　ビデオストリームを形成するために複数の画像フレームを結合することによって、画像
のストリームを作成することと、を含む、方法。
【請求項２６】
　前記放出された電磁放射線に対応し、それを通さない複数のキャップを更に含む、請求
項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ピクセル配列の反応は、制御された単色放射線の下で生成されたフォトシグナルに
対応する、請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ピクセル配列の反応は、放射線の複数の波長の下で生成されたフォトシグナルに対
応する、請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ピクセル配列の反応は、放射線の波長の連続スペクトルの下で生成されたフォトシ
グナルに対応する、請求項２５に記載の方法。
【請求項３０】
　前記内視鏡は、再使用可能な内視鏡装置である、請求項２５に記載の方法。
【請求項３１】
　前記内視鏡は、限定使用の内視鏡装置である、請求項２５に記載の方法。
【請求項３２】
　前記内視鏡は、リポーザブル使用の内視鏡装置である、請求項２５に記載の方法。
【請求項３３】
　前記内視鏡は、１回使い切りの内視鏡装置である、請求項２５に記載の方法。
【請求項３４】
　前記方法は、前記光不足環境内部を照明するために、電磁放射線の波長のパルスを放出
するようにレーザエミッタを作動させることを更に含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３５】
　前記パルスは、電磁スペクトルの一部分を含む波長範囲内にある、請求項３４に記載の
方法。
【請求項３６】
　前記方法は、前記レーザエミッタを所定の間隔で律動させることを更に含む、請求項３
５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記方法は、前記レーザエミッタのパルス間隔に対応する感知間隔でピクセル配列を作
動させることを更に含む、請求項３６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　技術の進歩は、医療利用のための画像化能力の進歩を提供してきた。最も有益な前進の
うちの一部を享受した１つの領域は、内視鏡を占める構成要素の進歩に起因した内視鏡下
外科的処置の領域である。
【０００２】
　本開示は、概して、電磁気的な感知及びセンサに関し、それらは、色の正確さを増大さ
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せ、固定パターンノイズを低減する。本開示の特徴及び利点は、後続の説明において述べ
られ、一部はその説明から明らかであり、又は過度な実験を伴わずに本開示の実施によっ
て明らかにされ得る。本開示の特徴及び利点は、添付の請求項において特に指し示された
器具及び組合せによって実現され、獲得され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
　本開示についての非限定的及び非網羅的な実装例が、以下の図面を参照して説明され、
同様の参照番号は、特に明記しない限り、様々な図を通して同様の部分を指す。本開示の
利点は、以下の説明及び添付図面に関してよりよく理解されるであろう。
【図１】本開示の原理及び教示に従う内視鏡システムの様々な実施形態を例示する。
【図２Ａ】本開示の原理及び教示に従う遠位キャップの例示である。
【図２Ｂ】本開示の原理及び教示に従う遠位キャップの例示である。
【図３】本開示の原理及び教示に従うハードウェアを支持及び可能にする略図を示す。
【図４Ａ】それぞれ、本開示の教示及び原理に従う三次元画像を作成するための複数のピ
クセル配列を有する一体的センサの実装例の斜視図及び側面図を示す。
【図４Ｂ】それぞれ、本開示の教示及び原理に従う三次元画像を作成するための複数のピ
クセル配列を有する一体的センサの実装例の斜視図及び側面図を示す。
【図５Ａ】それぞれ、複数の基板の上に構築された画像センサの実装例の斜視図及び側面
図を示し、ピクセル配列を形成する複数のピクセル列は、第一の基板の上に位置し、複数
の回路列は、第二の基板の上に位置し、回路の１つのピクセルの列とその関連又は対応す
る列との間の電気接続及び通信を示す。
【図５Ｂ】それぞれ、複数の基板の上に構築された画像センサの実装例の斜視図及び側面
図を示し、ピクセル配列を形成する複数のピクセル列は、第一の基板の上に位置し、複数
の回路列は、第二の基板の上に位置し、回路の１つのピクセルの列とその関連又は対応す
る列との間の電気接続及び通信を示す。
【図６Ａ】それぞれ、三次元画像を作成するために複数のピクセル配列を有する画像化セ
ンサの実装例の斜視図及び側面図を示し、複数のピクセル配列及び画像センサが複数の基
板の上に構築されている。
【図６Ｂ】それぞれ、三次元画像を作成するために複数のピクセル配列を有する画像化セ
ンサの実装例の斜視図及び側面図を示し、複数のピクセル配列及び画像センサが複数の基
板の上に構築されている。
【図７】本開示の原理及び教示に従う、ホワイトバランスを調節するためのシステム及び
方法の実装例を示す流れ図である。
【図８】本開示の原理及び教示に従う、ホワイトバランスを調節するためのシステム及び
方法の実装例を示す流れ図である。
【図９】本開示の原理及び教示に従う、ホワイトバランスを調節するシステム及び方法の
実装例を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　本開示は、医療用途に主として適し得るデジタル画像化、及び光不足環境での画像の作
成、並びに始動時又は進行中の他の時点でのホワイトバランスの補正及び／又は固定パタ
ーンノイズの補正のための方法、システム、及びコンピュータベースの製品に及ぶ。
【０００５】
　開示についての以下の説明において、本開示の一部を形成する添付図面への参照がなさ
れ、図面には、本開示が実施されている特定の実施例が例示のために示されている。他の
実装例が利用されてもよく、そして構造上の変更が本開示の範囲から逸脱することなくな
され得ることを理解されたい。
【０００６】
　本開示の主題についての説明及び主張において、以下の専門用語が、次に述べられる定
義にしたがって使用される。
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【０００７】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、単数形「ａ」、「ａｎ」
及び「ｔｈｅ」は、文脈上、そうでないとする明確な指示がない限り、複数の指示物をも
含むことにもまた、留意すべきである。
【０００８】
　本明細書で使用される場合、用語「含む（comprising）」、「包含する（including）
」、「含有する（containing）」、「を特徴とする（characterized by）」、及びそれら
と文法的に等価なものは、追加の、言及されない要素又は方法工程を除外しない包括的な
制限のない用語である。
【０００９】
　本明細書で使用される場合、用語「からなる（consisting of）」及びその文法的に等
価なものは、請求項において指定されないいかなる要素又は工程をも除外する。
【００１０】
　本明細書で使用される場合、句「から本質的になる（consisting essentially of）」
及びそれと文法的に等価なものは、請求項の範囲を、特定される材料又は工程、及び請求
される開示の基本的な及び新規の特徴又は複数の特徴に物質的な影響を与えないものに限
定する。
【００１１】
　本明細書で使用される場合、用語「近位（proximal）」は、広く原点に最も近い部分の
概念に言及する。
【００１２】
　本明細書で使用される場合、用語「遠位（distal）」は、概して近位の反対を指すこと
になり、したがって、場合によって原点からより遠い、又は最も遠い部分の概念を指す。
【００１３】
　本明細書で使用される場合、カラーセンサ又はマルチスペクトルセンサは、その上にカ
ラーフィルタ配列（ＣＦＡ）を有することにより、その個々の構成要素の中に到着する電
磁放射線にフィルタをかけるものとして知られているセンサである。電磁スペクトルの可
視範囲において、そのようなＣＦＡが、バイエルパターン又はその修正物の上に構築され
て、光の緑、赤及び青のスペクトル成分を分離し得る。
【００１４】
　内視鏡検査に使用されるもののような現代のデジタルビデオシステムは、画像をできる
だけ理想的にする目的で、様々なレベルの較正を取り入れる。本質的には、主要な動機付
けは、ヒトの視覚システムを可能な限り精密に模倣することである。異なる種類の広域ス
ペクトル照明（例えば、日光、タングステンフィラメント、蛍光照明、白色ＬＥＤなど）
の下で捕捉された未加工カラー画像は、全て異なる全体的な色かぶりを有することになる
。ヒトの視覚システムは、照明スペクトルによってもたらされるバイアスを自動的にバラ
ンスアウトさせることに大いに効果的であり、それにより、例えば、白色及び灰色のシー
ン構成要素の認知を理想化する。例えば、光が例えば白熱光か昼光かに関わらず、白い一
枚の紙は、常に白く見える。しかし、白い紙の未加工デジタル画像は、異なる照明の下で
はオフホワイトの異なる陰のように見え得る。これに対処するために、デジタル画像化シ
ステムは、ヒトの視覚システムとは対照的に、ホワイトバランス処理を取り入れる必要が
ある。実際に、大部分のホワイトバランスの処理は、それぞれのカラーチャネルに対する
画像センサ反応が異なるという事実に対して調整することができる。けい素フォトダイオ
ード又は他の光感知素子についての量子効率は、例えば、赤及び緑の光量子に対するより
も青の光量子に対するほうが低い。
【００１５】
　内視鏡検査システム、例えば図１に示す内視鏡検査システムは、動作の間、光源が変わ
らないので、単一の較正工程だけを必要とするという利点を有し得る。連続広帯域照明に
基づくシステムに対して、このことは、内視鏡を平坦な白い標的に向けることと、１つ又
は２つ以上の画像を取得することと、相対的な赤、緑及び青の信号を計算することと、そ
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の結果をメモリに記憶することと、によって達成され得る。動作中、デジタル利得係数が
、画像信号プロセッサ（ＩＳＰ）の３つのカラーチャネルに適用されることにより、観察
された相対反応を補償してもよい。照明が３つの異なる波長の単色光（例えば、赤、緑、
青）を律動させることによって提供される場合、ホワイトバランスの適用に対して、２つ
の別の選択、すなわち、
　選択１ー光パルスエネルギーが、赤、緑及び青の成分に対して等しい反応を提供するよ
うに調整されること、及び
　選択２－光エネルギーが、システムのダイナミックレンジの全体的な便益を得るように
、それを飽和させることなく、最大化されること、がある。次に、光学領域において強調
された成分が、ＩＳＰにおいて適用される適切なデジタル減衰率を有する。
【００１６】
　選択２は、ＳＮ比に対する利点があり、その理由は、有力なノイズ源が、信号の平方根
に比例する光量子到着率のポアソン不確実性であるからである。
【００１７】
　ＣＭＯＳ画像センサと関連するデジタル処理段階は、また、感知技術に固有の非理想特
性についての修正に関係する。そのような非理想特性は、いわゆる固定パターンノイズ（
ＦＰＮ）であり、画質に強く有害な効果を有する。それは、ピクセル間の黒レベルの不規
則変動に起因している。アナログ読出しアーキテクチャを反映している列間成分（ＣＦＰ
Ｎ）も存在し得る。ＦＰＮが画像信号に有害である程度は、一時性読取りノイズ及び光量
子ショットノイズのような真性ノイズ源に対するコントラストのレベルに依存している。
ランダムなピクセルＦＰＮに対する認知閾値は、毎秒６０フレームにおける一時性ノイズ
の約１／４であり、一方、ＣＦＰＮに対しては約１／２０である。
【００１８】
　これらの標的達成を目指す場合、方策は、ＩＳＰによってアクセス可能であり得る、カ
メラ又は画像化装置に記憶されたダーク基準バッファを使用してＦＰＮを補償することを
含んでもよい。それぞれの物理ピクセルは、ＩＳＰによってサンプリングされるので、そ
れは、その専用の黒補正が適用され得る。照明がカメラの高速制御（ＬＥＤ及びレーザダ
イオードによって可能にされた）の下にある場合、周期性のダークフレームが、黒オフセ
ットの移動平均を保つために獲得されて、温度変動を考慮してもよい。ＦＰＮの重要な構
成要素は、感光性要素による熱キャリア発生に起因し、それは、絶対温度に指数関数的に
依存する。
【００１９】
　本開示は、外科的処置中の初期及び別の時点の両方において、照明源を全体的に制御す
る内視鏡検査システムのための較正に好適な方法に関する。本開示において支持される例
は、遠位先端にセンサを有する１回使い切りのシステムに関するが、本技術は、遠位先端
又は近位カメラヘッド内部にセンサを有する、マルチセンサ（例えば３Ｄ画像化用の）又
はシングルセンサを有する、剛性又は可撓性のスコープを有する、リポーザブル、再使用
可能、及び限定使用の内視鏡に適用可能である。最小侵襲性手術（ＭＩＳ）及び内視鏡検
査のための様々なシステム構成の組が、図１に示されている。
【００２０】
　図１に示すように、いうまでもなく、周辺光不足環境において用いられるデジタル画像
化のためのシステム１００は、電磁放射線１１４の制御された源と、反射された電磁放射
線を感知する、ピクセル配列を備えている画像センサ１０８と、シーンをこのピクセル配
列の上に連続的に集中させるための光学素子（例えば、内視鏡先端の画像センサ１０８の
遠位に位置する光学素子）と、電磁エネルギーがピクセル配列に到達することを可能にす
るためのルーメン１０２を備えている内視鏡と、電磁エネルギーがルーメン（図２Ａ及び
図２Ｂを参照）に入ることを防止するためのルーメンの遠位端を覆うキャップ２３０と、
を備え得る。
【００２１】
　いうまでもなく、ダークフレームは、キャップ２３０がルーメンの遠位端を覆っている
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間に、ピクセル配列の１回の感知から作成され得る。いうまでもなく、キャップ２３０は
、ルーメンの遠位端の上にぴったり嵌合するような構成にされ、寸法にされ、大きさにさ
れ、形状にされ得る（図２Ａ及び図２Ｂに最もよく示されている）。キャップは、順応性
のある材料で作成されてもよい。キャップは、エミッタによって放出された電磁放射線を
通し得ない。
【００２２】
　内視鏡は、開示の範囲を逸脱することのない、再使用可能な内視鏡装置、限定使用の内
視鏡装置、リポーザブル使用の内視鏡装置、又は１回使い切りの内視鏡装置であってもよ
い。
【００２３】
　図１を続けて参照すると、システム１００は、多くの異なる構成を備えてもよい。１つ
の例が、図１の１Ａに示されており、それは、剛性で角度の付いたスコープ１０２と、光
結合器１０４と、ハンドピース１０６と、点線で示されているようにハンドピース１０６
の内部又は内視鏡１０２の先端で遠位に位置し得る画像センサ１０８と、電気ケーブル１
１０と、光ファイバケーブルのような光ケーブル１１２と、光源１１４と、カメラ制御装
置（ＣＣＵ）のような制御装置１１６と、ビデオケーブル１１８と、ディスプレイ１２０
と、を備える内視鏡システム１００を示している。
【００２４】
　図１の１Ｂで示されたシステム構成は、内視鏡システム１００を例示し、それは、剛性
で角度の付いたスコープ１０２と、光結合器１０４と、ハンドピース１０６と、破線で示
されるようにハンドピース１０６の内部又は内視鏡１０２の先端で遠位に位置し得る画像
センサ１０８と、電気ケーブル１１０、光ファイバケーブルのような光ケーブル１１２と
、一体化された光源１１４を伴う、カメラ制御装置（ＣＣＵ）のような制御装置１１６と
、ビデオケーブル１１８と、ディスプレイ１２０と、を備えている。
【００２５】
　図１の１Ｃに示されたシステム構成は、内視鏡システム１００を例示し、それは、関節
屈曲式スコープ１０２と、光結合器１０４と、ハンドピース１０６と、破線で示されるよ
うにハンドピース１０６の内部又は内視鏡１０２の先端で遠位に位置し得る画像センサ１
０８と、電気ケーブル１１０と、光ファイバケーブルのような光ケーブル１１２と、光源
１１４と、カメラ制御装置（ＣＣＵ）のような制御装置１１６と、ビデオケーブル１１８
と、ディスプレイ１２０と、を備えている。
【００２６】
　図１の１Ｄに示されたシステム構成は、内視鏡システム１００を例示し、それは、一体
化された剛性の零度スコープ１０２を伴うハンドピース１０６と、破線で示されるように
ハンドピース１０６の内部又はスコープ１０２の先端で遠位に位置し得る画像センサ１０
８と、複合の電気及び光ケーブル１１０と、一体化された光源１１４を伴う、カメラ制御
装置（ＣＣＵ）のような制御装置１１６と、ビデオケーブル１１８と、ディスプレイ１２
０と、を備えている。
【００２７】
　図１の１Ｅに示されるシステム構成は、内視鏡システム１００を例示し、それは、一体
化された剛性で角度の付いたスコープ１０２及び回転ポスト１０５を伴うハンドピース１
０６と、破線で示されるようにハンドピース１０６の内部又はスコープ１０２の先端で遠
位に位置してもよい画像センサ１０８と、複合の電気及び光ケーブル１１０と、一体化さ
れた光源１１４を伴うカメラ制御装置（ＣＣＵ）のような制御装置１１６と、ビデオケー
ブル１１８と、ディスプレイ１２０と、を備えている。
【００２８】
　図１の１Ｆに示されたシステム構成は、内視鏡システム１００を例示し、それは、一体
化された関節屈曲式スコープ１０２を伴うハンドピース１０６と、破線で示されるように
ハンドピース１０６の内部又はスコープ１０２の先端で遠位に位置し得る画像センサ１０
８と、複合の電気及び光ケーブル１１０と、一体化された光源１１４を伴う、カメラ制御
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装置（ＣＣＵ）のような制御装置１１６と、ビデオケーブル１１８と、ディスプレイ１２
０と、を備えている。
【００２９】
　図１の１Ｇに示されるシステム構成は、内視鏡システム１００を例示し、一体化された
関節屈曲式スコープ１０２を伴うハンドピース１０６と、破線で示されるようにハンドピ
ース１０６の内部又はスコープ１０２の先端で遠位に位置し得る画像センサ１０８と、複
合の電気及び光ケーブル１１０と、一体化された光源１１４を伴う、カメラ制御装置（Ｃ
ＣＵ）のような制御装置１１６と、ビデオケーブル１１８と、ディスプレイ１２０と、を
備えている。
【００３０】
　いうまでもなく、図１に示された内視鏡システムのための上述の構成のうちの任意のも
の、異なる構成の上記の要素の任意の組合せ、及び最小侵襲性手術のために使用される任
意の他の構成は、本開示の範囲内にある。
【００３１】
　ここで、図２Ａ及び図２Ｂを参照すると、一実施形態において、手術室（ＯＲ）に無菌
を生じさせ得る１回使い切りのシステムは、内視鏡２０２の遠位先端２０４を覆う白いキ
ャップ又は乳白色キャップ２３０を備えてもよい。無菌パッケージを開くと、内視鏡組立
体がカメラ制御装置に接続され得、カメラ制御装置が較正処理を開始し得る。較正処理の
間に、システムは、その静止及び動作温度に到達し、したがって、使用の前に最適に較正
され得る。キャップ２３０は、処置を始める前に容易に除去され得る。
【００３２】
　一実施形態において、オペレータが手技の間、いつでも内視鏡遠位先端の上に特別に設
計されたキャップ２３０を設置し、次に、システムに命じて較正を実行させる。
【００３３】
　いうまでもなく、カメラシステムは、暗闇の中のいくつかのダークフレーム、例えばダ
ークフレーム又はダークフレーム基準を獲得して、ＦＰＮキャンセルに使用されるシード
ダーク補正データを形成し得る。システムは、通常の画像化動作の間と同様に、光源をオ
ンにして、内視鏡先端を通して光を外に供給し、相対的なカラーチャネル反応を計算する
ために別の組のフレームを取得し得る。システムは、メモリにこれらの反応を記録し、メ
モリから反応を検索し、それらを使用してホワイトバランスのための適切な係数を計算し
得る。オペレータは、キャップ２３０を除去して、いつものようにシステムを使用し始め
得る。
【００３４】
　図２Ａ及び図２Ｂは、それぞれ、ダーク較正及び光較正の間、キャップ２３０によって
覆われた内視鏡２０２の遠位端２０４を示す。図２Ｂは、キャップ２３０に内視鏡２０２
の遠位端２０４を通して照らし又は現れる光円錐２５０を示す。
【００３５】
　いうまでもなく、以下に更に詳しく議論されるように、本開示の実装例は、例えば、１
つ又は２つ以上のプロセッサ及びシステムメモリのようなコンピュータハードウェアを含
む専用又は汎用コンピュータを備えるか又は利用し得る。本開示の範囲内の実装例は、ま
た、コンピュータ実行可能命令及び／又はデータ構造を伝達又は記憶するための物理的及
び他のコンピュータ可読媒体を含み得る。そのようなコンピュータ可読媒体は、汎用又は
専用コンピュータシステムがアクセスできる任意の利用可能な媒体であり得る。コンピュ
ータ実行可能命令を記憶するコンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体（装置）で
ある。コンピュータ実行可能命令を伝達するコンピュータ可読媒体は、伝送媒体である。
したがって、例として、限定することなく、本開示の実装例は、少なくとも２つの明確に
異なる種類のコンピュータ可読媒体、すなわちコンピュータ記憶媒体（装置）及び伝送媒
体を備えることができる。
【００３６】
　コンピュータ記憶媒体（装置）としては、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
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Ｍ、ソリッドステートドライブ（「ＳＳＤ」）（例えば、ＲＡＭに基づく）、フラッシュ
メモリ、相変化メモリ（「ＰＣＭ」）、他の形式のメモリ、他の光ディスク記憶装置、磁
気ディスク記憶装置、又は、他の磁気記憶装置、又は、コンピュータ実行可能な命令又は
データ構造の形である所望のプログラムコード手段を記憶するために使用することができ
、かつ、汎用又は専用コンピュータによってアクセスすることができる任意の他の媒体が
挙げられる。
【００３７】
　「ネットワーク」は、１つ又は２つ以上のデータリンクとして規定され、このデータリ
ンクは、コンピュータシステム及び／又はモジュール及び／又は他の電子デバイスの間の
電子データの搬送を可能にする。１つの実装例において、センサ及びカメラ制御装置は、
ネットワーク化されて、相互に通信してもよく、他の構成要素とそれらが接続されている
ネットワークを介して通信してもよい。情報が、ネットワーク又は別の通信接続（ハード
ウェア、無線、又はハードウェア若しくは無線の組合せ）を介してコンピュータに転送又
は提供されるとき、コンピュータは、伝達媒体としてその接続を適切に見る。伝送媒体は
、ネットワーク及び／又はデータリンクを含むことができ、それらは、コンピュータ実行
可能命令又はデータ構造の形式の所望のプログラムコード手段を伝達するために用いられ
ることができ、及び汎用又は専用コンピュータによってアクセスされ得る。上記の組合せ
は、また、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるはずである。
【００３８】
　図３においてわかるように、様々なコンピュータシステム構成要素、コンピュータ実行
可能命令の形式のプログラムコード手段又はデータ構造は、自動的に伝送媒体からコンピ
ュータ記憶媒体（装置）（逆もまた同じ）まで転送され得る。例えば、ネットワーク又は
データリンクを経て受信されたコンピュータ実行可能命令又はデータ構造は、ネットワー
クインターフェースモジュール（例えば、「ＮＩＣ」）内のＲＡＭにバッファされてもよ
く、次いで最後に、コンピュータシステムＲＡＭ及び／又はコンピュータシステムのより
揮発性の低いコンピュータ記憶媒体（デバイス）に転送される。ＲＡＭは、また、ソリッ
ドステートドライブ（ＦｕｓｉｏｎＩＯのような、記憶装置に積層されたリアルタイムメ
モリベースのＳＳＤ又はＰＣＩ）を含むことができる。したがって、コンピュータ記憶媒
体（装置）は、伝送媒体をも（又は主としても）利用するコンピュータシステム構成要素
に含まれることができることが理解されるはずである。
【００３９】
　コンピュータ実行可能命令は、例えば、プロセッサで実行されると、汎用コンピュータ
、専用コンピュータ又は専用処理装置に特定の機能又は一群の機能を実行させる命令及び
データを含む。コンピュータ実行可能命令は、例えば、バイナリ、アセンブリ言語などの
中間形式命令、又はソースコードでさえあり得る。主題は、構造的特徴及び／又は方法論
的行為に特有な言語で記載されたが、添付される「特許請求の範囲」において定義される
主題が上記の特定の特徴又は行為に必ずしも限定されるものではないことが理解されるべ
きである。むしろ、上記の特徴及び行為は、「特許請求の範囲」を実施する例示的形態と
して開示される。
【００４０】
　当業者であれば、本開示が、パーソナルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、メッセージプロセッサ、制御装置、カメラ制御装置、携帯装置
、ハンドピース、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサベース又はプログラム
可能大衆消費電子製品、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュ
ータ、自動車電話、ＰＤＡ、タブレット、ポケベル、ルーター、スイッチ、様々な記憶機
器などを含む多くの種類のコンピュータシステム構成を伴うネットワークコンピューティ
ング環境において実施され得ることを理解するであろう。上記のコンピューティング装置
は、従来型の場所に提供又は配置されてもよいことに留意すべきある。本開示は、また、
ネットワークを介して（ハードウエアデータリンク、無線データリンク、又はハードウエ
アリンクと無線データリンクのいずれかによって）リンク付けされているローカル及びリ
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モートのコンピュータシステムの両方が作業を行う分散システム環境において実施されて
もよい。分散システム環境において、プログラムモジュールは、ローカル及びリモートの
両方のメモリ記憶デバイスに位置してもよい。
【００４１】
　更に、適切な場合には、本明細書で説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、デジタル構成要素、又はアナログ構成要素のうちの１つ又は２つ以上にて
実行されてもよい。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）又は
フィールドプログラム可能ゲートアレイが、プログラムされて、本明細書で説明した１つ
又は２つ以上のシステムと処理手順を実行してもよい。ある用語は、特定のシステム構成
要素を指すために以下の説明及び特許請求の範囲を通して使用される。当業者であれば、
構成要素は異なる名前によって呼ばれ得ることを理解するであろう。本文書は、名称は異
なるが、機能が異ならない構成要素同士を区別することを意図していない。
【００４２】
　図３は、例示的なコンピューティング装置３００を示すブロック線図である。コンピュ
ーティング装置３００は、本明細書において議論されるもののような様々な手順を実行す
るために用いられ得る。コンピューティング装置３００は、サーバー、クライアント又は
任意の他のコンピューティング実体として機能することができる。コンピューティング装
置は、本明細書において議論されるように、様々な監視機能を実行すること、及び本明細
書において説明されるアプリケーションプログラムのような１つ又は２つ以上のアプリケ
ーションプログラムを実行することができる。コンピューティング装置３００は、デスク
トップコンピュータ、ノートパソコン、サーバーコンピュータ、ハンドヘルドコンピュー
タ、カメラ制御装置、タブレットコンピュータのような多種多様なコンピューティング装
置のうちの任意のものであり得る。
【００４３】
　コンピューティング装置３００は、１つ又は２つ以上のプロセッサ３０２、１つ又は２
つ以上のメモリ装置３０４、１つ又は２つ以上のインターフェイス３０６、１つ又は２つ
以上の大容量記憶装置３０８、１つ又は２つ以上の入力／出力（Ｉ／Ｏ）装置３１０、及
びディスプレイ装置３３０を含み、これらの全てはバス３１２に連結される。プロセッサ
３０２は、メモリ装置３０４及び／又は大容量記憶装置３０８に記憶された命令を実行す
る１つ又は２つ以上のプロセッサ又はコントローラを含む。プロセッサ３０２は、また、
キャッシュメモリーのような様々な種類のコンピュータ可読媒体を含んでもよい。
【００４４】
　メモリ装置３０４は、揮発性メモリ（例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３１
４）及び／又は不揮発性メモリ（例えば、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）３１６））の
ような様々なコンピュータ可読媒体を含む。メモリ装置３０４は、また、フラッシュメモ
リのような再書き込み可能ＲＯＭを含んでもよい。
【００４５】
　大容量記憶装置３０８は、磁気テープ、磁気ディスク、光ディスク、ソリッドステート
メモリ（例えばフラッシュメモリ）その他のような様々なコンピュータ可読媒体を含む。
図３に示すように、特定の大容量記憶装置は、ハードディスクドライブ３２４である。様
々な駆動装置は、また、様々なコンピュータ可読媒体からの読取り及び／又は書込みを可
能にする大容量記憶装置３０８に含まれてもよい。大容量記憶装置３０８は、取外し可能
媒体３２６及び／又は取外し不可能媒体を含む。
【００４６】
　Ｉ／Ｏ装置３１０は、データ及び／又は他の情報がコンピューティング装置３００に入
力されるか、又はそれから読み出させられることを可能にする様々な装置を含む。例のＩ
／Ｏ装置３１０は、デジタル画像化装置、電磁センサ及びエミッタ、カーソル制御装置、
キーボード、キーパッド、マイクロホン、モニタ又はディスプレイデバイス、スピーカ、
プリンタ、ネットワークインターフェイスカード、モデム、レンズ、ＣＣＤ又は他の画像
キャプチャー装置などを含む。
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【００４７】
　ディスプレイ装置３３０は、情報をコンピューティング装置３００の１人以上のユーザ
ーに表示することができる任意の種類の装置を含む。ディスプレイ装置３３０の例は、モ
ニタ、ディスプレイ端末、ビデオ投影装置などを含む。
【００４８】
　インターフェイス３０６は、コンピューティング装置３００が他のシステム、装置又は
コンピューティング環境と相互作用することを可能にする様々なインターフェイスを含む
。例のインターフェイス３０６は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネット
ワーク（ＷＡＮ）、無線ネットワーク及びインターネットへのインターフェイスなどの任
意の数の異なるネットワークインターフェイス３２０を含んでもよい。他のユーザインタ
ーフェイスは、ユーザインターフェイス３１８及び周辺装置インターフェイス３２２を含
む。インターフェイス３０６は、また、１つ又は２つ以上のユーザインターフェイス要素
３１８を含んでもよい。インターフェイス３０６は、また、プリンタ、位置指示装置（マ
ウス、トラックパッドなど）、キーボードなどのためのインターフェイスのような１つ又
は２つ以上の周辺ユーザインターフェイスを含んでもよい。
【００４９】
　バス３１２は、プロセッサ３０２、メモリ装置３０４、インターフェイス３０６、大容
量記憶装置３０８及びＩ／Ｏ装置３１０が、相互に、及びバス３３２に連結された他の装
置又は構成要素と通信することを可能にする。バス３１２は、システムバス、ＰＣＩバス
、ＩＥＥＥ　１３９４バス、ＵＳＢバスなどのような数種類のバス構造のうちの１つ又は
２つ以上を代表している。
【００５０】
　例示の目的で、プログラム及び他の実行可能プログラム構成要素が、離散的なかたまり
として本明細書において示されているが、そのようなプログラム及び構成要素は、様々な
ときにコンピューティング装置３００の異なる記憶構成要素の中に存在してもよく、そし
てプロセッサ３０２によって実行されることが理解される。あるいは、本明細書において
説明されるシステム及手順は、ハードウェア、又はハードウェア、ソフトウェア及び／又
はファームウェアの組合せの中に実装され得る。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）は、本明細書で説明するシステム及び手順のうちの１つ又は２つ
以上を実行するようにプログラムすることができる。
【００５１】
　いうまでもなく、開示内容は、ＣＭＯＳ画像センサであるかＣＣＤ画像センサであるか
に関わらず、本開示の範囲から逸脱することなく、任意の画像センサによって使用されて
もよい。更に、画像センサは、本開示の範囲を逸脱することなく、内視鏡の先端、画像化
装置若しくはカメラのハンドピース、制御装置、又はシステム内部の任意の他の場所を限
定することなく含む全体システム内部の任意の場所に配置されてもよい。
【００５２】
　本開示によって利用され得る画像センサの実装例は、本開示によって利用され得る様々
な種類のセンサの単なる例である以下のものを限定することなく含む。
【００５３】
　ここで図４Ａ及び図４Ｂを参照すると、これらの図は、それぞれ、一体的センサ４００
の実装例の斜視図及び側面図を示し、その一体的センサは、本開示の教示及び原理にした
がって、三次元画像を作成するための複数のピクセル配列を有する。そのような実装例は
、三次元画像キャプチャーにとって望ましくあり得、２つのピクセル配列４０２及び４０
４は、使用中、オフセットされ得る。別の実装例において、第一のピクセル配列４０２及
び第二のピクセル配列４０４は、電磁放射線の波長の所定範囲の受取り専用であってもよ
く、第一のピクセル配列４０２は、第二のピクセル配列４０４と異なる波長電磁放射線の
範囲専用である。
【００５４】
　図５Ａ及び図５Ｂは、それぞれ、複数の基板上に構築された画像化センサ５００の実装
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例の斜視図及び側面図である。例示のように、ピクセル配列を形成する複数のピクセル列
５０４が、第１の基板５０２上に位置し、複数の回路列５０８が、第二の基板５０６上に
位置している。また、図には、ピクセルの１つの列と回路のその関連又は対応する列との
間の電気接続及び通信が示されている。１つの実装例において、画像センサは、単一の一
体的基板／チップ上のそのピクセル配列及び支持回路によって別様に製造され得るが、全
て又は大多数の支持回路から分離されたピクセル配列を有してもよい。本開示内容は、少
なくとも２つの基板／チップを使用してもよく、それらは、三次元積層技術学を使用して
、一緒に積層されることになる。２つの基板／チップのうちの第一のもの５０２は、画像
ＣＭＯＳ処理を使用して処理され得る。第一の基板／チップ５０２は、ピクセル配列だけ
から、又は限られた回路によって囲まれたピクセル配列のいずれかから構成されてもよい
。第二又はそれ以降の基板／チップ５０６は、任意の処理を使用して処理されてもよく、
画像ＣＭＯＳ処理によるものである必要はない。第二の基板／チップ５０６は、限定する
ことなく、基板／チップの上の非常に限られた空間又は領域において種々及びいくつかの
機能を統合するための高密度デジタル処理、又は、例えば正確なアナログ機能を統合する
ための混合モード又はアナログ処理、又は、無線能力を実装するためのＲＦ処理、又は、
ＭＥＭＳ装置を統合するためのＭＥＭＳ（マイクロ電気機械システム）であってもよい。
画像ＣＭＯＳ基板／チップ５０２は、任意の三次元技術を使用して、第二又はそれ以降の
基板／チップ５０６によって積層されてもよい。第二の基板／チップ５０６は、ほとんど
又は大多数の回路を支持し得、その回路は、（一体的基板／チップに実装される場合）周
辺回路として第一の画像ＣＭＯＳチップ５０２に別様に実装され、したがって、システム
領域全体を増加させつつ、ピクセル配列サイズを一定状態に、及び可能な限り最大限の範
囲に最適化された状態に維持する。２つの基板／チップの間の電気接続は、相互接続５０
３及び５０５を介して行われてもよく、それはワイヤボンド、バンプ及び／又はＴＳＶ（
Ｓｉ貫通電極）であってもよい。
【００５５】
　図６Ａ及び図６Ｂは、それぞれ、三次元画像を作成するための複数のピクセル配列を有
する画像化センサ６００の実装例の斜視図及び側面図を示す。三次元画像センサは、複数
の基板の上に構築されてもよく、複数のピクセル配列及び他の関連回路を備えてもよく、
第一のピクセル配列を形成する複数のピクセル列６０４ａ及び第二のピクセル配列を形成
する複数のピクセル列６０４ｂは、それぞれ、それぞれの基板６０２ａ及び６０２ｂの上
に位置し、複数の回路列６０８ａ及び６０８ｂは、個々の基板６０６の上に位置している
。また、ピクセルの列と回路の関連又は対応する列との間の電気接続及び通信が、また示
されている。
【００５６】
　図７～図９は、本開示の原理及び教示に従うホワイトバランスを調整するための方法及
びシステムの実装例を示す流れ図である。
【００５７】
　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理における固定パターンノ
イズを調節するための図７のシステム及び方法７００は、７１０において、電磁放射線の
制御された源を使用して電磁放射線の放出を制御することを含んでもよい。７２０におい
て、システム及び方法７００は、シーンをピクセル配列に連続的に集中させてもよい。７
３０において、システム及び方法７００は、画像フレームを作成するために、反射された
電磁放射線をピクセル配列によって感知することを含んでもよい。７４０において、シス
テム及び方法７００は、キャップがピクセル配列のそれぞれのピクセルへの外部照明を遮
断するように、キャップをルーメンの上に配置することを含んでもよい。７５０において
、システム及び方法７００は、電磁放射線が適用されない状態でキャップが適所にある間
に、ピクセル配列を感知することを含んでもよい。７６０において、システム及び方法７
００は、固定パターンノイズを除去することに使用するために、ダークフレーム基準を作
成することを含んでもよい。７７０において、システム及び方法７００は、ダークフレー
ム基準を画像フレームと比較することを含んでもよい。７８０において、システム及び方
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法７００は、ダークフレーム基準を使用して画像から固定パターンノイズを除去すること
によって、画像フレームを修正することを含んでもよい。７９０において、システム及び
方法７００は、ビデオストリームを形成するために複数の画像フレームを結合することに
よって、画像のストリームを作成することを含んでもよい。
【００５８】
　システム及び方法７００は、エミッタを作動させることを含んでもよく、それにより電
磁放射線の波長のパルスを放出して、光不足環境内部を照明する。実装例において、パル
スは、電磁スペクトルの一部分を含む波長範囲内にあってもよい。１つの実装例において
、エミッタは、レーザエミッタであってもよく、システム及び方法７００は、レーザエミ
ッタを所定の間隔で律動させることを更に含んでもよい。１つの実装例において、方法は
、レーザエミッタのパルス間隔に対応する感知間隔でピクセル配列を作動させることを更
に含んでもよい。
【００５９】
　システム及び方法７００は、キャップが適所にある間の、ピクセル配列の１回の感知か
らダークフレームを作成することを含んでもよい。いうまでもなく、１つの実装例におい
て、複数のダークフレームが、キャップが適所にある間の、ピクセル配列の複数回の感知
から作成されてもよい。１つの実装例において、ダークフレームは、システムの始動時に
作成されて、システムと関連するメモリ内に記憶されてもよい。
【００６０】
　１つの実装例において、システム及び方法７００は、画素配列が動作温度になった後に
、ダークフレームを作成することを含んでもよい。１つの実装例において、外科的処置が
始まった後に、ダークフレームが作成されてもよい。１つの実装例において、ダークフレ
ームは、所定の時間に電磁放射線を適用しないことによって、画像フレームストリームの
部分として作成され、システムと関連するメモリ内に記憶される複数のダークフレームを
含んでもよい。
【００６１】
　システム及び方法７００は、放出された電磁放射線に対応し、これを通さない複数のキ
ャップを備えてもよい。
【００６２】
　システム及び方法７００は、制御された単色放射線の下で生成されたフォトシグナルに
対応するピクセル配列の反応を含んでもよい。１つの実装例において、システム及び方法
７００は、放射線の複数の波長の下で生成されたフォトシグナルに対応するピクセル配列
の反応を含んでもよい。１つの実装例において、ピクセル配列の反応は、放射線の波長の
連続スペクトルの下で生成されたフォトシグナルに対応する。
【００６３】
　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理において固定パターンノ
イズを調節するための図８のシステム及び方法８００は、８１０において、光不足環境内
部を照明するために、電磁放射線の波長のパルスを放出するようにレーザエミッタを作動
させることを含む。８２０において、システム及び方法８００は、所定の間隔でレーザエ
ミッタを律動させてもよい。８３０において、システム及び方法８００は、画像フレーム
を作成するために、パルスから反射された電磁放射線をピクセル配列によって感知するこ
とを含んでもよい。８４０において、システム及び方法８００は、レーザエミッタのパル
ス間隔に対応する感知間隔でピクセル配列を作動させることを含んでもよい。８５０にお
いて、システム及び方法８００は、ピクセル配列のそれぞれのピクセルへの電磁エネルギ
ーの付与を可能又は許容するルーメンの上にキャップを設置することを含んでもよい。８
６０において、システム及び方法８００は、キャップが適所にある間に、ピクセル配列を
感知することを含んでもよい。１つの実装例において、キャップが適所にある間にピクセ
ル配列を感知することは、電磁放射線が全く適用されていない状態で感知することを含む
。８７０において、システム及び方法８００は、固定パターンノイズを除去することに使
用するために、ダークフレーム基準を作成することを含んでもよい。８８０において、シ
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ステム及び方法８００は、ダークフレーム基準に対応するノイズを除去することによって
、画像フレームを修正することを含んでもよい。８９０において、システム及び方法８０
０は、ビデオストリームを形成するために複数の画像フレームを結合することによって、
画像のストリームを作成することを含んでもよい。
【００６４】
　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理においてホワイトバラン
スを調節するための図９のシステム及び方法９００は、９１０において、電磁放射線の制
御された源を使用してシーンを照明することを含んでもよい。９２０において、システム
及び方法９００は、シーンをピクセル配列に連続的に集中させることを含んでもよい。９
３０において、システム及び方法９００は、ピクセル配列によって感知される反射された
電磁放射線を感知することを含んでもよい。９４０において、システム及び方法９００は
、キャップをルーメンの上に設置することを含んでもよく、それにより、キャップは、ピ
クセル配列のそれぞれのピクセルへの外部照明を遮断している。９５０において、システ
ム及び方法９００は、適用された電磁放射線によってキャップが適所にある間にピクセル
配列を感知することを含んでもよい。９６０において、システム及び方法９００は、適用
された電磁放射線によってピクセル配列からの反応を測定することと、メモリに結果を出
力することと含んでもよい。９７０において、システム及び方法９００は、ホワイトバラ
ンス係数を計算するためにその結果を使用することを含んでもよい。９８０において、シ
ステム及び方法９００は、ホワイトバランス係数を使用して、システムをホワイトバラン
スさせることを含んでもよい。９９０において、システム及び方法９００は、ビデオスト
リームを形成するために複数の画像フレームを結合することによって、画像のストリーム
を作成することを含んでもよい。
【００６５】
　１つの実装例において、システム及び方法９００は、放出された電磁放射線に対応し、
それを通さない複数のキャップを備えてもよい。
【００６６】
　１つの実装例において、ピクセル配列の反応は、制御された単色放射線の下で生成され
たフォトシグナルに対応してもよい。１つの実装例において、ピクセル配列の反応は、放
射線の複数の波長の下で生成されたフォトシグナルに対応する。１つの実装例において、
ピクセル配列の反応は、放射線の波長の連続スペクトルの下で生成されたフォトシグナル
に対応する。
【００６７】
　１つの実装例において、内視鏡は再使用可能な内視鏡装置であってもよい。１つの実装
例において、内視鏡は限定使用の内視鏡装置である。１つの実装例において、内視鏡はリ
ポーザブル使用の内視鏡装置である。１つの実装例において、内視鏡は１回使い切りの内
視鏡装置である。
【００６８】
　１つの実装例において、システム及び方法９００は、電磁放射線の波長のパルスを放出
するためにレーザエミッタを作動させることを含み、それにより、光不足環境内部を照明
する。１つの実装例において、パルスは、電磁スペクトルの一部分を含む波長範囲内にあ
る。１つの実装例において、システム及び方法９００は、所定の間隔でレーザエミッタを
律動させることを更に含んでもよい。１つの実装例において、システム及び方法９００は
、そのレーザエミッタのパルス間隔に対応する感知間隔でピクセル配列を作動させること
を含んでもよい。
【００６９】
　いうまでもなく、本開示の教示及び原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、再使
用可能な装置プラットフォーム、限定使用の装置プラットフォーム、リポーザブル使用の
装置プラットフォーム、又は１回使い切りの／ディスポーザブルな装置プラットフォーム
において使用されてもよい。いうまでもなく、再使用できる装置プラットフォームにおい
ては、エンドユーザが装置の洗浄及び殺菌に対して責任がある。限定使用型デバイスプラ
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ットフォームでは、動作不能となる前に、デバイスは何度かの指定回数だけ使用できる。
一般的な新しい装置は、追加使用の前にエンドユーザが洗浄及び殺菌することを必要とす
る追加使用に関して殺菌状態で送達される。リポーザブル使用の装置プラットフォームに
おいて、サードパーティは、装置を、新しいユニットよりも低コストでの追加使用のため
に１回使い切りの装置に再加工（例えば清掃、包装及び殺菌する）してもよい。１回使い
切りの／ディスポーザブルな装置プラットフォームにおいて、装置は、手術室に殺菌状態
で提供されて、処分される前に一度だけ使用される。
【００７０】
　その上、本開示の教示及び原理は、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）及びＸ線のような
可視及び非可視のスペクトルを含む電磁エネルギーの波長のうちのいずれか及び全てを含
んでもよい。
【００７１】
　いうまでもなく、本明細書において開示された様々な特徴は、本技術の有意な利点及び
前進を提供する。以下の実施形態は、それらの特徴の一部についての例示である。
【００７２】
　前述の発明を実施するための形態において、本開示の様々な特徴は、開示を合理化する
目的で単一の実施形態にまとめられている。本開示の方法は、請求される開示内容が、そ
れぞれの請求項において明示的に列挙されるものよりも多くの特徴を必要とするという意
図を反映するものとして解釈されるべきではない。むしろ、発明の局面は、単一の前述の
開示された実施形態の全ての特徴よりも少ないものにある。
【００７３】
　上記の配列は、本開示の原理の適用を例示しているに過ぎないことが理解されるべきで
ある。多くの修正及び代替の配列が、本開示の趣旨及び範囲から逸脱することなく、当業
者によって考案され得、添付の請求項は、そのような修正及び配列を網羅することを意図
している。
【００７４】
　このように、本開示が図面に示され、特殊性及び詳細について上述されてきたが、その
一方で、当業者にとって明らかなように、大きさ、材料、形状、形式、機能並びに動作、
組立及び使用の態様を限定することなく含む多数の修正が、本明細書において述べられた
原理及び概念から逸脱することなく行われ得る。
【００７５】
　更に、必要に応じて、本明細書に記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、デジタル構成要素又はアナログ構成要素のうちの１つ又は２つ以上におい
て実行されることができる。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）は、本明細書で説明するシステム及び手順のうちの１つ又は２つ以上を実行するよう
にプログラムすることができる。ある用語は、特定のシステム構成要素を指すために以下
の説明及び特許請求の範囲を通して使用される。当業者であれば、構成要素は異なる名前
によって呼ばれ得ることを理解するであろう。本文書は、名称は異なるが、機能が異なら
ない構成要素同士を区別することを意図していない。
【００７６】
〔実施の態様〕
（１）　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理における固定パタ
ーンノイズを調節するための方法であって、
　電磁放射線の制御された源を使用して、電磁放射線の放出を制御することと、
　シーンをピクセル配列の上に連続的に集中させることと、
　画像フレームを作成するために、反射された電磁放射線を前記ピクセル配列によって感
知することと、
　キャップが前記ピクセル配列のそれぞれのピクセルへの外部照明を遮蔽しているように
前記キャップをルーメンの上に設置することと、
　電磁放射線が全く適用されない状態で前記キャップが適所にある間に、前記ピクセル配
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列を感知することと、
　固定パターンノイズの除去において使用するために、ダークフレーム基準を作成するこ
とと、
　前記ダークフレーム基準を前記画像フレームと比較することと、
　前記ダークフレーム基準を使用して画像から固定パターンノイズを除去することによっ
て、前記画像フレームを修正することと、
　ビデオストリームを形成するために複数の画像フレームを結合することによって、画像
のストリームを作成することと、を含む、方法。
（２）　前記方法は、前記光不足環境の内部を照明するために、電磁放射線の波長のパル
スを放出するようにエミッタを作動させることを更に含む、実施態様１に記載の方法。
（３）　前記パルスは、電磁スペクトルの一部分を含む波長範囲内にある、実施態様２に
記載の方法。
（４）　前記エミッタは、レーザエミッタであり、前記方法は、前記レーザエミッタを所
定の間隔で律動させることを更に含む、実施態様３に記載の方法。
（５）　前記方法は、前記レーザエミッタのパルス間隔に対応する感知間隔でピクセル配
列を作動させることを更に含む、実施態様４に記載の方法。
【００７７】
（６）　前記ダークフレームは、前記キャップが適所にある間の、前記ピクセル配列の１
回の感知から作成される、実施態様１に記載の方法。
（７）　複数のダークフレームは、前記キャップが適所にある間の、前記ピクセル配列の
複数回の感知から作成される、実施態様１に記載の方法。
（８）　前記ダークフレームは、システムの始動時に作成され、前記システムと関連する
メモリ内に記憶される、実施態様７に記載の方法。
（９）　前記ダークフレームは、前記ピクセル配列が動作温度になった後に、作成される
、実施態様１に記載の方法。
（１０）　前記ダークフレームは、外科的処置が始まった後に、作成される、実施態様１
に記載の方法。
【００７８】
（１１）　前記ダークフレームは、複数のダークフレームを含み、前記複数のダークフレ
ームは、所定の時間に電磁放射線を適用しないことによって前記画像フレームストリーム
の一部として作成され、前記システムと関連するメモリ内に記憶される、実施態様１０に
記載の方法。
（１２）　前記放出された電磁放射線に対応し、それを通さない複数のキャップを更に含
む、実施態様１に記載の方法。
（１３）　前記ピクセル配列の反応は、制御された単色放射線の下で生成されたフォトシ
グナルに対応する、実施態様１に記載の方法。
（１４）　前記ピクセル配列の反応は、放射線の複数の波長の下で生成されたフォトシグ
ナルに対応する、実施態様１に記載の方法。
（１５）　前記ピクセル配列の反応は、放射線の波長の連続スペクトルの下で生成された
フォトシグナルに対応する、実施態様１に記載の方法。
【００７９】
（１６）　周辺光不足環境での使用のためのデジタル画像化システムであって、
　電磁放射線の制御された源と、
　ピクセル配列を含み、反射された電磁放射線を前記ピクセル配列によって感知する画像
センサと、
　シーンを前記ピクセル配列の上に連続的に集中させるための光学素子と、
　電磁エネルギーが前記ピクセル配列に到達することを可能にするためのルーメンを備え
る内視鏡と、
　電磁エネルギーが前記ル－メンに入ることを防止するために、前記ルーメンの遠位端を
覆うためのキャップと、
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　を含む、システム。
（１７）　ダークフレームは、前記キャップが前記遠位端を覆っている間の、前記ピクセ
ル配列の１回の感知から作成される、実施態様１６に記載のシステム。
（１８）　前記キャップは、前記ルーメンの上にぴったり嵌合するような大きさ及び形状
にされている、実施態様１６に記載のシステム。
（１９）　前記キャップは、適合性材料（compliant material）で作製される、実施態様
１６に記載のシステム。
（２０）　前記キャップは、エミッタによって放出された前記電磁放射線を通さない、実
施態様１６に記載のシステム。
【００８０】
（２１）　前記内視鏡は、再使用可能な内視鏡装置である、実施態様１６に記載のシステ
ム。
（２２）　前記内視鏡は、限定使用の内視鏡装置である、実施態様１６に記載のシステム
。
（２３）　前記内視鏡は、リポーザブル使用の内視鏡装置である、実施態様１６に記載の
システム。
（２４）　前記内視鏡は、１回使い切りの内視鏡装置である、実施態様１６に記載のシス
テム。
（２５）　周辺光不足環境で内視鏡と共に使用されるデジタル画像化処理におけるホワイ
トバランスを調節するための方法であって、
　電磁放射線の制御された源を使用して、シーンを照明することと、
　前記シーンをピクセル配列の上に連続的に集中させることと、
　反射された電磁放射線を前記ピクセル配列によって感知することと、
　キャップが前記ピクセル配列のそれぞれのピクセルへの外部照明を遮蔽するように、前
記キャップをルーメンの上に設置することと、
　電磁放射線が適用された状態で前記キャップが適所にある間に、前記ピクセル配列を感
知することと、
　適用された電磁放射線による前記ピクセル配列からの反応を測定して、結果をメモリに
出力することと、
　ホワイトバランス係数を計算するために前記結果を使用することと、
　前記ホワイトバランス係数を使用して、前記システムをホワイトバランスさせることと
、
　ビデオストリームを形成するために複数の画像フレームを結合することによって、画像
のストリームを作成することと、を含む、方法。
【００８１】
（２６）　前記放出された電磁放射線に対応し、それを通さない複数のキャップを更に含
む、実施態様２５に記載の方法。
（２７）　前記ピクセル配列の反応は、制御された単色放射線の下で生成されたフォトシ
グナルに対応する、実施態様２５に記載の方法。
（２８）　前記ピクセル配列の反応は、放射線の複数の波長の下で生成されたフォトシグ
ナルに対応する、実施態様２５に記載の方法。
（２９）　前記ピクセル配列の反応は、放射線の波長の連続スペクトルの下で生成された
フォトシグナルに対応する、実施態様２５に記載の方法。
（３０）　前記内視鏡は、再使用可能な内視鏡装置である、実施態様２５に記載の方法。
【００８２】
（３１）　前記内視鏡は、限定使用の内視鏡装置である、実施態様２５に記載の方法。
（３２）　前記内視鏡は、リポーザブル使用の内視鏡装置である、実施態様２５に記載の
方法。
（３３）　前記内視鏡は、１回使い切りの内視鏡装置である、実施態様２５に記載の方法
。
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（３４）　前記方法は、前記光不足環境内部を照明するために、電磁放射線の波長のパル
スを放出するようにレーザエミッタを作動させることを更に含む、実施態様２５に記載の
方法。
（３５）　前記パルスは、電磁スペクトルの一部分を含む波長範囲内にある、実施態様３
４に記載の方法。
【００８３】
（３６）　前記方法は、前記レーザエミッタを所定の間隔で律動させることを更に含む、
実施態様３５に記載の方法。
（３７）　前記方法は、前記レーザエミッタのパルス間隔に対応する感知間隔でピクセル
配列を作動させることを更に含む、実施態様３６に記載の方法。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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